
0

病院におけるChatGPT-4V活用
－マルチモーダルAIの可能性－

2023/11/13時点
群馬大学数理データ科学教育研究センター・講師
医学部付属病院先端医療開発センター 中村賢治

スライド中、ChatGPTに投入した画像は
著作権切れや中村が著作権を持つデータです

名刺 最新の参考資料
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背景・ChatGPT-4V

【活用法1】デジタイズ・OCR

【活用法2】図・画像の読み取り
【活用法3】表の読み取り
【活用法4】数式の読み取り
【活用法5】素案作成
懸念点
まとめ

目次
背景

活用法

懸念点
まとめ
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医療領域は法律が厳しく、申請書や書類が紙資料であるものが多い。
信州大学（OPERA）等とのプロジェクトで、これら紙資料をデジタル化し、新たな知財や申請に利用す
るプロジェクトを進めている。
群馬大学・先端医療開発センターでも、生成AIを活用した業務改善プロジェクトが進行中。

背景・導入の経緯

紙資料 OCR

医療系の申請書 2020年人工知能学会・年次大会
RPA を用いた医療特許の半自動分類システムの研究

背景

活用法

懸念点
まとめ
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私たちは病院内の情報を3つに分けています。
①アナログデータ：多彩なメディア、各診療科で発生するデータ
②デジタルデータ：①を電子化することで、パソコンで扱える整理されたデータにする
③クリエイティブデータ：②から人間の業務をサポートできるデータを作る

背景・導入の経緯

紙資料
（アナログデータ）

電子資料
（デジタルデータ）

自動生成
（クリエイティブデータ）

手書き・手起こし
OCR

Chat With PDF

文章理解
自動生成

背景

活用法

懸念点
まとめ
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2023年9月25日マルチモーダルの追加（画像解析機能と音声機能）
2023年10月7日APIの強化、データのアップデート（2023年4月までの情報を検索）

GPT-4Vについて
背景

活用法

懸念点
まとめ

画像生成 コード生成

図・表生成



5

【活用する場面】
手書きの表やメモをデジタル化し、集計できる

→今まで手で起こしていた作業が、一瞬で自動化できる

【活用法1】デジタイズ・OCR機能

結果

背景

活用法
1/5

懸念点
まとめ
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【活用法2】図・画像の読み取り

特許画像はある程度の説明は
可能。追加の質問はやや苦手

背景

活用法
2/5

懸念点
まとめ
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【活用法2】図・画像の読み取り

医療画像を投入すると
その性質の説明は可能

背景

活用法
2/5

懸念点
まとめ
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【活用法2】図・画像の読み取り

読影をお願いすると拒否される
※1月前までは候補疾患を表示してた

背景

活用法
2/5

懸念点
まとめ
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【活用法2】図・画像の読み取り

住所の読み取りや推測はできる
が、住所の生成は無理（Pluginが可）

背景

活用法
2/5

懸念点
まとめ
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【活用法3】表の読み取り
【特徴】

表から数値や比較をすることは可能。
※偶然か論文の理解が強い

【活用する場面】
高度な資料を理解するときの相談相手。
※類似論文の検索も可能

背景

活用法
3/5

懸念点
まとめ
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【活用法3】表の読み取り
背景

活用法
3/5

懸念点
まとめ

曖昧な質問は無理だが、読み取りは十分
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【活用法4】数式の読み取り

稀に()と{}を間違えるが
非常に優秀な説明

背景

活用法
4/5

懸念点
まとめ
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【活用法5】素案作り
背景

活用法
5/5

懸念点
まとめ

生成AI活用の鉄板
〇指示された内容で
文章を生成する

〇別の文章を読み込み
それに合わせて生成する
は十分に使える。
特にテンプレのないメールに
お勧め
※テンプレあったら不要

業務をするときにパラレルで
動作させることで業務短縮
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【活用法5】素案作り
背景

活用法
5/5

懸念点
まとめ 文章のチェックよりも、指定された流れで

文章を生成することが得意
プロンプトも細かく指示をするのがGood
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【活用法5】素案作り
背景

活用法
5/5

懸念点
まとめ

結果

図・表の作成も可能で、Pythonコードも提示してくれ
るはずだが、たまにエラーコードがでるため
別途Pythonプログラムを起動させる必要がある
※おそらく近日、修正されるだろう
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〇生成AIに機密情報を入れにくく、一部の業務改善しかできない
→長野県松本市の相澤病院は、2022年5月9日に元職員が患者の個人
情報や医療情報、病院の法人情報など計3,137名分等。これは悪意ある
流出だが、医療データは取り扱いが難しく、外部にデータを出しにくい

〇「なんで楽しているの？」という
慣例があり、職場に実装するなら、
トップダウンで導入する必要がある。
→会議での合議・許可取り
→マニュアル作成・活用事例の共有

背景

活用法

懸念点
まとめ

懸念点
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〇業務改善に期待と確信が持てる。
今までは「軽い相談相手」だったが、
4Vからは「少し仕事をお願いできる部下」に昇格
→実際に使うとデュアルディスプレイが欲しくなる

〇特に、下記はかなり院内業務で使えそう
・メールの素案・表作り(活用法5)

・表の読み取り（活用法3）
・数式の読み取り（活用法4）

〇安心して使えるオンプレサービス
が、欲しい。
今後の国内技術に期待

背景

活用法

懸念点
まとめ

まとめ
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【活用法】おまけ 問題作成 
背景

活用法
ex

懸念点
まとめ

当センターでは先端医療の推進＆
教育が必要
資料や図を読ませて、そこから４択
問題の素案を作るのは十分可能
ここでできた4択問題をベースに研修
問題やMOODLE文章を提案する。
→近年、資料にない問題に対して
指摘が多いため、見落とし防止に
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【活用法5】おまけ プログラム
背景

活用法
5/5

懸念点
まとめ 結果
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ご清聴ありがとうございました
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【活用法】おまけ 研究費の調査
背景

活用法
ex

懸念点
まとめ

医療系の申請書だと、連名に
する人のプロフィールを書く必要
がある。
参考資料からプロフィールを作
成するのに慣れている。特に
ChatGPTはキザな文章が得
意で、稀にプロフィールが少な
い場合でも、Bing経由でしらべ
てくれる。
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【活用法】おまけ 研究費の申請書
背景

活用法
ex

懸念点
まとめ

スローガンの提案や素案作りが得
意ということで、科研費・研究費の
壁打ちにに最適
自分の論文・概要を数件入れると
やや突飛ではあるが、新しいテーマ
を提案できる。

※2件の採択実績あり。
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参考文献
〇赤松健のTwitter

https://twitter.com/KenAkamatsu

〇平将明のTwitter

https://twitter.com/TAIRAMASAAKI

〇柿沼先生のTwitter（弁護士）
https://twitter.com/tka0120

〇NII LLM勉強会
https://llm-jp.nii.ac.jp/

付録

https://twitter.com/TAIRAMASAAKI
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